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日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

寅と
ら

　

七
宝
と
は
、
銅
や
銀
な
ど
の

金
属
素
地
に
、
釉ゆ
う

薬や
く

を
の
せ
て
、

花
鳥
風
月
な
ど
の
図
柄
を
焼
き

付
け
た
も
の
で
、「
宝
石
で
絵

を
描
く
」
と
も
形
容
さ
れ
る
美

し
い
伝
統
工
芸
品
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
愛
知
県
あ
ま

市
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

尾
張
七
宝
は
、
図
柄
の
輪
郭
と

な
る
部
分
に
銀
線
を
施
す
有

線
七
宝
と
い
う
技
法
が
特
徴
。

１
８
３
３
年
に
尾
張
国
の
梶 

常
吉
が
、
七
宝
の
製
法
を
発
見

し
、
改
良
を
加
え
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
工
芸
品
・
尾
張
七
宝
は
、

「
あ
ま
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、

地
場
産
業
活
性
化
事
業
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
二
支
の
三
番
目
の
「
寅
」

は
、
音
読
み
で
は
「
シ
ン
」、

訓
読
み
で
は
「
と
ら
」
の
他
に
、

「
つ
つ
し
（
む
）」
と
も
読
み
ま

す
。
寅
は
、
七
福
神
の
一
人
で

も
あ
る
武
神
・
毘
沙
門
天
の
使

い
と
も
い
わ
れ
、
無
病
息
災
や

厄
除
け
、
勝
負
運
の
願
い
を
込

め
て
つ
く
ら
れ
る
縁
起
物
が
多

い
よ
う
で
す
。

帯
状
の
銀
線
を
立
て
て

絵
柄
を
描
く
七
宝

無
病
息
災
や
厄
除
け

尾お

張わ

り

七し

っ

宝ぽ

う

子 丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
三

田村七宝工芸の太田美由紀さ
ん製作の寅を描いた七宝。額
縁含め約 50cm × 60cmと
比較的大きなサイズとのこと。

写真：田村七宝工芸
　　　（https://tamura-shippo.
　　　com）

参考：愛知県 HP（あいちの伝統工芸品）（https://www.shippoyaki.jp/）

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
、
地
域
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
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滋
賀
県　

守
山
市

広報誌を
スマホなどで
閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2

（中央合同庁舎 2号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )

M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E

みんなのくらしと生活を応援する情報誌

月号総務省 6 Vol.258
2022  JUNE

C O N T E N T S

41 21 61 82 0 1 92 12 2

特
集

地
方
の
か
が
や
き

M
I
C 
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E
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M
I
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W
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M
I
C 

N
E
W
S 

04

M
I
C 

N
E
W
S 
03

M
I
C 

N
E
W
S 

05

M
I
C 

N
E
W
S 
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２
０
２
２
年
７
月
１
日
か
ら

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

消
費
者
保
護
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

令
和
４
年
６
月
５
日（
日
）か
ら
６
月
１１
日（
土
）は

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す

正
し
く
知
ろ
う
！
電
波
利
用
の
ル
ー
ル

～
無
線
機
器
の
使
用
に
は
技
適
マ
ー
ク　
の
確
認
を
～

令
和
４
年
６
月
７
日
（
火
）
開
講

「
社
会
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
受
講
者
募
集
中

「
統
計
デ
ー
タ
分
析
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
２
」
を
開
催
中
で
す
！

「
経
済
構
造
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

第
五
回
宇
宙
開
発
利
用
大
賞 

総
務
大
臣
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

日本各地の
特産品

淀
よど
江
え
傘
がさ

鳥取県・米子市
約200年前から受け継がれている伝統工芸品。米子市淀
江町は和傘の主要産地で、戦後には年間50万本も生産
されていたときがあったそう。現在は、昭和60年に発
足した「淀江傘伝承の会」が、淀江傘の製造技術を伝承
するため、活動を続けています。鳥取県米子市・南部町
のふるさと納税の返礼品にもなっています。

V o l . 3

協力：淀江傘伝承の会　写真提供：米子市

2 3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
取
組
事
例
を
紹
介
！



42 0 2 2  J u n e  Vo l . 2 5 8 M I C

２０２２年７月１日から電気通信サービス　に関する消費者保護ルールが変わります

漫
画
で
解
説
！
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
保
護
ル
ー
ル
が
変
わ
る
!?
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特集

２０２２年７月１日から電気通信サービス　に関する消費者保護ルールが変わります
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２０２２年７月１日から電気通信サービスに関する消費者保護ルールが変わります特集
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２０２２年７月１日から電気通信サービスに関する消費者保護ルールが変わります特集
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2022 年 2 月 22 日に電気通信事業法施行規則が改正され、　 次のとおり消費者保護ルールが見直されました。
　　　　新しいルールは、2022 年 7月   1日から施行されます。

　電気通信サービスの契約時、電気通信事業者（その代理店も含む。）は、契約締結前に、サービスの
提供条件の概要について、それを分かりやすく記載した書面を交付して説明する必要があります。
　その際、これまでは、利用者が「了解」した場合、書面の交付に代えて、ウェブ画面などの電磁的
方法で説明したり、電話（口頭）で説明したりすることが可能でしたが、今後は、電話勧誘などにお
いて利用者が電話で意思表示をする場合、利用者が求めるとき※を除き契約締結前の提供条件の概要説
明において書面を交付することが義務化されます。

１．電話勧誘における説明書面を用いた提供条件説明の義務化
　　　 （電気通信事業法施行規則第 22 条の 2 の 3 第 3 項）

電話勧誘における契約までの流れ（典型例として想定されるもの）

具体的な措置の例

（１）電話勧誘によりサービス内容を口頭で説明

（２）利用者が関心を示した場合、利用者の了解を得て利用者宅に書面を送付

（３）利用者のもとに書面が到着後、改めて電話をかけ、
　　  利用者が書面を見ていることを確認しつつサービスの提供条件の概要を説明

（４）利用者がその提供条件に納得した場合、契約

２．利用者が遅滞なく解約できるようにするための措置を
　　講じることの義務化 （電気通信事業法施行規則第 22 条の 2 の 13 の 2 第 1 号）

　災害やシステムトラブルなど予見しがたい突発的な事象が発生した場合を除き、電気通信事業者（そ
の代理店も含む。）は、電気通信サービス（法人契約を除く。）を遅滞なく解約できるようにするため
の適切な措置を講じることが義務化されます。

• ウェブで解約できるようにすること
• オペレーターを十分に配置して電話により遅滞なく解約できるようにすること
• 解約の予約を行うこと

• 電話により手続を行う場合、契約手続と比較して解約手続の電話が繋がりにくいこと
• 利用者が望まない引き止めを行うなど、利用者の意に反して解約を遅延させること

※�　利用者が「求める」理由が、①書面交付以外の方法を選択することで電気通信事業者等から利益の供与を受けられることである場合（例：「今、この場
で申し込めば安くなる」と言われた。）や、②電気通信事業者の誘導に起因すると考えられるものである場合（例：代替的方法の利点のみ説明があり、書面
交付の利点については説明がなかった。）を除きます。

　�　なお、「利用者からの求めがあったこと」の説明責任は事業者側にありますので、電話勧誘を行う事業者においては、通話を録音しておくことを推奨します。

禁止される行為の例
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２０２２年７月１日から電気通信サービスに関する消費者保護ルールが変わります特集

2022 年 2 月 22 日に電気通信事業法施行規則が改正され、　 次のとおり消費者保護ルールが見直されました。
　　　　新しいルールは、2022 年 7月   1日から施行されます。

請求できるもの

• 解約手数料（利用者の便宜を図るためのオプション手続の料金を除く。）
• 事業者変更手数料（利用者の便宜を図るためのオプション手続の料金を除く。）
• 工事費（実際に上記（３）（４）の工事が行われない場合に限る。）
• レンタル物品返送料（利用者が他の返送手段を選べる場合を除く。）

３．解約に伴い請求できる金額の制限
　　　（電気通信事業法施行規則第 22 条の 2 の 13 の 2 第 1 号）

　これまでは、一部の携帯電話事業者のサービスを除き、電気通信事業者（その代理店も含む。）は、
違約金等を自由に設定できましたが、2022 年７月１日以降に締結された契約※（法人契約を除く。）
については、以下のとおり、解約時に利用者に請求できる金額が制限されます。
※　2022年 6月30日までに締結された契約や、その契約の更新契約、その契約の提供条件の範囲内で変更された契約、その契約の軽微な変更契約を除きます。

（１）電気通信サービス及びオプションサービスの利用料

（２）電気通信サービス及びオプションサービスの違約金（サービスの月額料金（※１、２）が上限）
　　　 �※１�　「月額料金」とはセット割や学割など契約期間を通して適用される割引を考慮した金額。なお、当初半年間は無料といった期間限定割

引は考慮しません。
　　　 ※２�　大手携帯会社等が提供する主な移動電気通信サービスについては、1000 円（税抜）とサービスの月額料金のどちらか低い方が上限と

なります。

（３）電気通信サービス及びオプションサービスの開設工事費等※１の残債
　　 （電気通信サービスの契約期間に応じて低減※２し、契約満了時にゼロとなる額）
　　　 ※１　引込線等に係る工事その他の作業（これに付随するものを含む。）に限ります。
　　　 ※２　例えば、24か月契約の電気通信サービスについて、10か月目にサービスが解約された場合、工事費等の（24－９）／24を請求できます。

（４）電気通信サービス及びオプションサービスの撤去工事費等
　　 ａ）事業者都合によるもの：電気通信サービスの契約期間に応じて低減し、契約満了時にゼロとなる額

　　 ｂ）利用者都合によるもの：全額

（５）事業者変更のための手続費（利用者の便宜を図るためのオプション手続※に限る。）
　　　 ※　例えば、ウェブ対応が原則であるものの窓口でも対応する場合、その費用は請求できます。

（６）レンタル物品の使用料
　　　 ※�　未返却・損壊の場合は、再調達価額を請求できます。また、返送費用が利用者負担となること自体は禁止されていません。ただし、い

ずれの場合も、その点が契約書面に明記されていることが必要です。
　　　 �　�　なお、費用請求をする場合は、2022 年６月30日までに物品毎の請求金額を含めその旨契約約款に追記し、利用者に事前周知してい

ることが重要です。7月1日以降に契約約款に追記した場合は、不利益変更となり初期契約解除の対象となるほか、既往契約等であっても
規制の適用除外にはなりません。

（７）その他、電気通信サービス及びオプションサービスの提供の対価と言えるもの
　　　 ※　ただし、請求可能額は上記（１）～（６）に準じます。

（８）利用者の支払いが遅延した場合における法定利率による遅延損害金

請求できないものの例
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琵琶湖の浜を楽しめる第 2なぎさ公園。
園内に置かれた「BIWAKO モニュメン
ト」は写真映えするスポットとして人気。

守
山
市

中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

住
み
や
す
さ
と
活
力
を
備
え
る
田
園
都
市

滋
賀
県

Moriyama

人口
面積
URL

8 万 5,107人（令和４年 3 月 31日現在）

55.73㎢

http://www.city.

moriyama.lg.jp/　令和２年に市制施行 50 周年を迎えた
本市では、50 年先の将来ビジョンを『豊
かな田園都市　守山』と定め、「市民の
皆様おひとりおひとりが心身ともに豊か
さを実感するとともに、文化・福祉・教
育の豊かさを享受できるまち」を目指し
ています。
　また、駅前周辺でもゲンジボタルが飛
翔する豊かな自然環境と、京阪神へのア
クセスの便利さが共存し、若い世代を中
心に人口が増加しています。ぜひお越し
いただき、その魅力を体感してください。

文
化
・
福
祉
・

教
育
の
豊
か
さ
を

享
受
で
き
る
ま
ち
へ守山市長

宮本和宏

大津市と守山市を結ぶ琵琶湖
大橋。昭和 39年に開通した
有料橋で、長さ 1,350m。琵
琶湖はこの橋を境に北湖と南
湖に分けられる。

景

鹿
山
系
か
ら
琵
琶
湖
に
流
れ
る
野

洲
川
の
下
流
域
平
野
に
位
置
す
る

守
山
市
。
全
体
に
平
坦
で
す
が
、
一
説
に

は
、
平
安
時
代
に
比
叡
山
延
暦
寺
を
守
る

寺
と
し
て
東
門
院
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
守
山
の
名
が
付
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

古
く
は
、
縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡
が
あ

鈴

守山市

滋賀県の南西部に位置する。昭和32

年に中洲村の大部分が合併して現在の

市域が形成され、昭和45年に市制施行。

住みやすさから、若い世代を中心に人

口増加が続いている。
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例年 1 月の第 2 土曜日に開
催される勝部の火まつり。大
蛇に見立てた長さ 5～ 6m、
重さ約 400㎏のたいまつを
燃やし、健康を祈る。

1株から１玉だけ収穫するモ
リヤマメロンは「緑の宝石」
と称され、直販所に行列がで
きるほどの人気。ふるさと納
税の返礼品にも。

「本と人が出会い、人と人が
つながる知の広場」がコンセ
プトの守山市立図書館。平成
30 年に建築家・隈研吾氏設
計で改築された。

祭果図

り
、
ま
た
環
濠
集
落
跡
な
ど
数
多
く
の
弥

生
時
代
の
遺
跡
が
所
在
し
、
奈
良
時
代
に

は
大
安
寺
を
は
じ
め
南
都
諸
寺
の
墾こ

ん

田で
ん

が

あ
っ
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
、
江
戸
時
代
に

は
五
街
道
の
一
つ
中
山
道
の
東
下
り
の
第

一
番
目
の
宿
と
し
て
守
山
宿
が
栄
え
ま
し

た
。
今
も
街
道
筋
に
残
る
町
屋
を
生
か
し

た
中
山
道
街
道
文
化
交
流
館
は
情
報
発
信

や
交
流
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

強
い
自
治
を
持
つ
寺
内
町
が
形
成
さ
れ

た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
自
治
会
加
入
率

90
％
を
誇
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
根
付

く
ま
ち
で
あ
り
、
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ

ス
や
中
高
一
貫
校
が
2
校
あ
る
教
育
環
境

に
加
え
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
守
山
駅
か

ら
京
都
駅
ま
で
25
分
、
大
阪
駅
ま
で
55
分

と
い
う
利
便
性
も
あ
り
ま
す
。

　

琵
琶
湖
で
と
れ
る
魚
を
加
工
し
た
、
ふ

な
ず
し
な
ど
の
伝
統
食
や
全
国
的
に
知
ら

れ
た
近
江
牛
な
ど
食
文
化
も
豊
か
。

　

市
民
憲
章
で
謳
わ
れ
る
「
の
ど
か
な
田

園
都
市
」
が
示
す
通
り
、
利
便
性
と
良
好

な
自
然
環
境
が
共
存
し
、
住
み
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
で
す
。

地
方
の
か
が
や
き
　
滋
賀
県
守
山
市

ホタルの
妖精だよ

守山市
PRキャラクター
もーりー

1

45

23

■市章のモチーフでもある妙蓮の花。市内に
は近江妙蓮公園がある。■比叡山、比良山を
望む第 1なぎさ公園の菜の花畑。■守山市
ほたるの森資料館にあるほたるの森は飛翔時
期、幻想的な雰囲気に。■市指定文化財の大
庄屋諏訪家屋敷。約4,000㎡の敷地に母屋や
書院、庭園などが点在。■ふなずしをパイ生
地に入れて焼き上げた名物ふなずしパイ。

1

2

3

4

5
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地
方
創
生
総
合
戦
略
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
「
起
業
家
の
集
ま
る
ま
ち
」

を
掲
げ
る
守
山
市
は
、
市
を
中
心
に
企
業

が
集
ま
り
、
交
流
が
生
ま
れ
、
化
学
反
応

が
起
き
る
こ
と
を
期
待
し
、
官
民
連
携
の

起
業
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
目
の
柱
は
「
守
山

で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
起
業
家
マ
イ
ン

ド
・
挑
戦
す
る
心
を
養
う
」。
小
中
学
生

を
対
象
と
す
る
起
業
家
に
よ
る
職
業
講
話

や
中
高
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る「
び
わ
湖
ピ
ッ
チ
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
柱
は
「
起
業
家
を
支
え
る
環

境
づ
く
り
」。
市
や
商
工
会
議
所
、
金
融

機
関
、
士
業
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
地
域
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
の
柱
は
「
民
間
主
導
の
取
り
組

み
の
実
現
」。
令
和
２
年
度
に
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
目
的
の
資
金
調
達
に
つ
い

て
、滋
賀
県
初
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
対
象
経
費
の
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
本
市
を
拠
点
に

オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン
含
め
１
０
０

０
人
の
起
業
家
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
を
推
進

起
業
家
の
集
ま
る
ま
ち
守
山

中高生が起業家や投資家、専門家にビジネスプランを提案する「びわ湖ピッチ」。

地域未来ミー
ティングはこれ
まで３回開催。
ワークショップ
で意見交換を行
う。

「地元で面白い
仕事をつくる」、
「人と人がつな
がると、地域で
楽しい仕事がで
きる」を伝える
職業講話。令和
元年度から市内
小中学校と連携
している。

伝統漁法でマスやウナギをとる 杉桶でじっくり熟成させた醤油

えり漁や竹筒などでフナやアユ、モロコなどをと
る。「最近は脂ののったウナギが多くとれます」（玉
津小津漁業協同組合長・田中善秋さん）

地元産の丸大豆と小麦で醤油「琵琶のしずく」を
製造する遠藤醤油。「杉の大桶で 3 年ほどかけて
熟成させます」と四代目蔵主の遠藤尚

なお

兵
たけ

さん。

環
境
再
生
の
活
動

も
あ
り
水
産
資
源
が

回
復
し
て
い
ま
す

手
間
暇
か
か
り
ま
す
が

ま
ろ
や
か
さ
や

う
ま
味
を

守
っ
て
い
き
た
い
で
す

お
い
し
い
を

届
け
る
！
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地
方
の
か
が
や
き
　
滋
賀
県
守
山
市

昭
和
20
年
代
ま
で
は
水
が
透
き
通
り
、

魚
や
シ
ジ
ミ
が
た
く
さ
ん
と
れ
た

琵
琶
湖
の
赤
野
井
湾
で
す
が
、
高
度
経
済

成
長
期
を
経
て
、
湖
底
ご
み
や
ア
オ
コ
の

発
生
、
外
来
植
物
の
繁
茂
な
ど
の
課
題
を

抱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

守
山
市
は
平
成
18
年
度
に
赤
野
井
湾
流

域
流
出
水
対
策
推
進
計
画
を
策
定
、
平
成

24
年
に
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
さ
せ
、
平
成
27
年
に
は
琵
琶
湖
保
全

再
生
法
が
施
行
さ
れ
る
中
、
地
元
漁
協
や

近
江
牛
や
こ
だ
わ
り
の
ス
イ
ー
ツ
な

ど
、
人
気
の
品
が
そ
ろ
う
守
山
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
守
山
市
が
創
設

し
た
「
豊
か
な
市
民
活
動
の
ま
ち
応
援
事

業
」
は
地
域
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解

決
の
た
め
に
市
民
団
体
な
ど
が
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
を
ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
す

る
制
度
で
す
。
応
募
の
あ
っ
た
事
業
は
外

自
治
会
、
環
境
団
体
、
国
、
県
、
市
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
外
来
植
物
の
繁
殖
抑
制
、
固
有

魚
の
復
活
な
ど
、
徐
々
に
成
果
が
表
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
３
月
19
日
、
守
山
市
は
環
境
改
善

や
水
産
資
源
の
復
活
の
取
組
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
て
も
ら
い
、
湾
の
未
来
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、「
赤
野
井

湾
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し

た
（
共
催
・
滋
賀
県
）。

部
委
員
会
で
審
査
。
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

団
体
と
し
て
３
年
間
認
定
さ
れ
た
団
体
は

本
市
の
寄
付
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。
指
定
さ
れ
る
と
、
寄
付
額
か
ら

事
務
費
や
返
礼
品
代
な
ど
の
経
費
を
差
し

引
い
た
金
額
を
上
限
と
す
る
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

環
境
の
改
善
と
水
産
資
源
の
復
活

琵
琶
湖
・
赤
野
井
湾
再
生
の
取
組

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
市
民
活
動
の
ま
ち
応
援
事
業

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

特定外来生物に指定される
中南米原産のオオバナミズ
キンバイの除去。

令和 3 年度の湖底ごみの
除去活動。212 人が参加、
約 850㎏回収した。

厳選したモモ肉と肩バ
ラ肉をスライスした近
江牛すき焼き。

「奇跡の宝石」と呼ば
れる琵琶湖パールの核
入れ体験、真珠の取り
出しの返礼も。

人気洋菓子店のアイ
アシェッケ。４層仕
立てのベイクドチー
ズケーキ。

観光農園としても人気の直売所 近江牛を大胆に巻き付けたコロッケ
梨の収穫期に開店する琵琶湖もりやまフルーツラ
ンド運営のザ・コロナパークス代表取締役・上野
和人さん「来場者は毎年1万5,000人以上です」。

「近江牛のスライスを巻き付けた新発売の『殿様
級贅沢の極みコロッケ』が通販で好評です」とお
肉のおかだ店主の西川展世さん。１個 700 円。

Ａ
５
ラ
ン
ク
の
近
江
牛
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
て
い
ま
す

成
熟
し
て
か
ら

収
穫
し
た
梨
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
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「
危
険
物
」
と
は
、
固
体
ま
た
は
液
体

の
物
品
で
、
①
火
災
が
発
生
す
る
危
険
性

が
高
い
物
品
、
②
火
災
が
発
生
し
た
場
合

に
拡
大
す
る
危
険
性
が
大
き
い
物
品
、
ま

た
③
火
災
の
際
の
消
火
が
困
難
で
あ
る
な

ど
の
性
状
を
有
す
る
、
消
防
法
で
定
め
る

も
の
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
も

の
で
は
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
が
危
険
物
に
該

当
し
ま
す
。
そ
の
他
、
様
々
な
用
途
で
危

険
物
は
使
用
さ
れ
て
お
り
、
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
ひ
と
た
び
危
険

物
に
関
わ
る
事
故
が
発
生
す
る
と
、
大
き

な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
消
防
法
で
指
定
さ
れ

た
数
量
以
上
の
危
険
物
は
、
市
町
村
長
等

の
許
可
を
受
け
た
施
設
（
以
下
「
危
険
物

施
設
」
と
い
い
ま
す
。）
以
外
の
場
所
で
は
、

貯
蔵
や
取
り
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
危
険
物
施

設
で
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
を
す
る
際
に

は
、
国
家
資
格
で
あ
る
危
険
物
取
扱
者
試

危
険
物
の
規
制
と

危
険
物
安
全
週
間 令

和
４
年
６
月
５
日（
日
）か
ら
６
月
11
日（
土
）は

「
危
険
物
安
全
週
間
」で
す

MIC
NEWS
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ガソリンや軽油を運ぶタンクローリーは、
危険物施設の一つです。

ガソリンスタンドも危険物施設の一つで、危険物取
扱者の資格を持った従業員がいないと給油ができま
せん。

危険物施設における火災および流出事故発生件数の推移

（備考）１　「危険物に係る事故報告」により作成
　　　�２　�事故発生件数の年別傾向を把握するために、震度６弱以上（平成８年９月以前は震度６以上）の地震に

より発生した件数を除いています。
出典：令和 3年版消防白書
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験
に
合
格
し
た
者
が
い
な
い
と
、
作
業
を

行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
保
安
上
の
規
制
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
火
災
の
予
防
や
国
民
の
生

命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護

し
、
ま
た
は
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
危
険
物
に
係
る
火
災
お
よ
び
流
出
事

故
の
件
数
は
近
年
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
（
前
ペ
ー
ジ
下
図
参
照
）。
そ
れ

ら
の
事
故
原
因
を
み
る
と
、
維
持
管
理
や

操
作
確
認
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
人
的
要

因
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
、
消
防
庁
で
は
、
毎
年
６
月
第
２
週
を

「
危
険
物
安
全
週
間
」
と
し
、
危
険
物
を

取
り
扱
う
事
業
所
に
お
け
る
、
保
安
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
お
よ
び
啓
発
を
全
国
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
危
険
物
安
全
週
間
を
推
進
す
る
た

め
の
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
総

数
は
１
万
点
を
超
え
、
委
員
に
よ
る
審
査

の
結
果
、

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
標
語
は
、

第
52
回
全
日
本
弓
道
選
手
権
大
会
初
出
場

で
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
、
村
川
春は
る

圭か 

選
手
が
モ
デ
ル
と
な
る
危
険
物
安
全

週
間
を
推
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
に
活
用
さ
れ
、

全
国
の
消
防
本
部
お
よ
び
危
険
物
施
設
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
危
険
物
安
全
週
間
」
の
具
体
的
な
推

進
行
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

全
国
の
消
防
機
関
に
よ
る
危
険
物
施
設

へ
の
立
入
検
査

・ 

危
険
物
関
係
事
業
所
の
自
衛
消
防
組
織

に
よ
る
消
防
訓
練

・  

危
険
物
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
普
及
を

目
的
と
し
た
講
習
会
や
研
修
会
の
実
施

・  

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
た

危
険
物
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
広
報

・  

永
年
に
わ
た
り
危
険
物
の
保
安
に
関
す

る
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
個
人
や
団
体
、

事
業
所
に
対
し
て
の
表
彰

推
進
行
事

「
一
連
の
確
か
な
所
作
で
無
災
害
」

令和４年度危険物安全週間推進ポスター

お問い
合わせ先

総務省消防庁　危険物保安室企画係
Tel 03-5253-7524
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正
し
く
知
ろ
う
！
電
波
利
用
の
ル
ー
ル

～
無
線
機
器
の
使
用
に
は
技
適
マ
ー
ク　

 

の
確
認
を
～

　

総
務
省
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓

発
強
化
期
間
」
と
定
め
、
正
し
い
電
波
利

用
の
周
知
と
、
不
法
無
線
局
の
取
締
り
の

強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
使
用
で
き
る
無
線
機
器
の
ほ
と

ん
ど
に
付
い
て
い
る
の
が
、「
技
適
マ
ー

ク
（
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
マ
ー
ク
）」。

マ
ー
ク
の
な
い
も
の
は
「
免
許
を
受
け
ら

れ
な
い
／
違
法
に
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
機
器
を
購
入
・
使
用
す
る
際
に
は
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

無
線
機
器
の
使
用
に
は
、
原
則
、
無
線

局
の
免
許
や
無
線
従
事
者
の
資
格
が
必
要

で
す
。
免
許
状
は
無
線
設
備
の
設
置
（
常

置
）
場
所
に
備
え
付
け
、
従
事
中
は
無
線

従
事
者
免
許
証
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
無
線
局
の
再
免
許
（
更
新
）
手
続

き
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
通
信
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
、
外
国
規
格
の
無
線
機
器
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
日
本

の
電
波
法
令
に
あ
る
技
術
基
準
等
に
合
致

し
て
い
な
い
た
め
国
内
で
は
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
使
用
す
る
と
ほ
か

の
無
線
局
等
に
妨
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
仕
様
や
「
技
適
マ
ー
ク
」
を

確
認
し
て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
市
場
で
販
売
さ
れ
て
い

る
無
線
機
器
を
購
入
し
て
技
術
基
準
等
へ

の
適
合
性
の
測
定
を
行
う
取
組
（
無
線

設
備
試
買
テ
ス
ト
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な
い
無

線
機
器
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
省
電
波
利
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
当
ペ
ー
ジ
下
部
参
照
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

無
線
機
器
を
使
用
の
際
は

「
技
適
マ
ー
ク
」
の
確
認
を

外
国
規
格
の
無
線
機
器
に
は

ご
注
意
を

電
波
の
利
用
に
は

原
則
、
免
許
が
必
要
で
す

●不法無線局を開設したり、または運用したりすると…

●不法電波で重要な無線通信を妨害した場合…

1 年以下の懲役　または
100 万円以下の罰金

5 年以下の懲役　または
250 万円以下の罰金

不法電波は下記のような無線に
重大な影響を与えます

技適マークはここに付いています
多くの場合、無線機器の型式名称や製造者が記載された

銘板の中や外箱に表示されています。

ドローン ワイヤレスイヤホン

スマートフォン等トランシーバー

スマートフォン・
携帯電話

消防・救急無線

テレビ・ラジオ

航空無線 内蔵バッテリーを外した部分
または送信機および本体の裏側、側面

本体やタグなど

液晶画面に表示させる場合がある真裏または内蔵バッテリーを
取り外した部分

無線設備試買テスト 検 索

詳しくは、総務省 電波利用ホームページへ

https://www.tele.soumu.go.jp/j/adm/monitoring/
illegal/result/
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総
務
省
は
、
独
立
行
政
法
人
統
計
セ
ン

タ
ー
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
情
報
・

シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
統
計
数
理
研
究
所
お

よ
び
一
般
財
団
法
人
日
本
統
計
協
会
と
の

共
催
に
よ
り
、「
統
計
デ
ー
タ
分
析
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
２
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
開
催
し
て
お

り
、
令
和
４
年
度
は
５
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
地
域
別

の
統
計
を
ま
と
め
た
「
教
育
用
標
準
デ
ー

タ
セ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｅ
）
※
」
を
用
い

た
統
計
デ
ー
タ
分
析
の
論
文
を
募
集
し
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
と
解
析
力
を
競
う
こ
と
で
、

高
校
生
や
大
学
生
等
の
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「
統
計
デ
ー
タ
分
析
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
２
」

を
開
催
中
で
す
！

MIC
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教
育
用
標
準
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｅ
）

と
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
た
め
の

汎
用
素
材
と
し
て
作
成
・
公
開
し
て
い
る
統

計
デ
ー
タ
で
、
様
々
な
分
野
の
公
的
統
計
を

地
域
別
に
ま
と
め
た
表
形
式
の
デ
ー
タ
セ
ッ

ト
で
す
。

●「統計データ分析コンペティション2022」ウェブサイト
　https://www.nstac.go.jp/statcompe/
　募集要項や過去の受賞論文がご覧いただけます。

●お問い合わせ先（応募先）
　statcompe@nstac.go.jp　統計データ分析コンペティション事務局

詳細はこちらから

1. エントリー期間

2. 論文締切

3. 応募資格

令和４年５月10日（火）から ８月10日（水）まで

【大学生・一般の部】令和４年９月１日（木）
【高校生の部】　　　 令和４年９月９日（金）

【高校生の部】
高等学校、中等教育学校（後期課程）および高等専門学校（1～3年次）の生徒

【大学生・一般の部】
短期大学、高等専門学校（4,5 年次、専攻科）、大学および大学院の学生並びに一般

（統計分析等の学習を目的とする方）

教育用標準データセット（SSDSE）を用いて分析を行った論文を対象とします。
応募論文は、自作かつ未発表で、日本語で書いたものに限ります。論文の要旨も
同時に提出していただきます。

審査の結果、優秀な論文には表彰状及び副賞
を授与します。
受賞論文は、令和４年10 月18 日（火）「統
計の日」に発表する予定です。

4. 応募条件

5. 表彰
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社
会
人
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
、
デ
ー
タ
分
析

の
基
本
的
な
知
識
を
学
べ
る
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
で
す
。

　

総
務
省
は
、
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め
の

取
組
と
し
て
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
講
座
の

一
つ
で
あ
る
「
社
会
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
入
門
」
を
令
和
４
年
６
月
７
日
（
火
）
に
開

講
し
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、
社
会
人
・
大
学
生
に
、
統
計
学

の
基
礎
や
デ
ー
タ
の
見
方
の
ほ
か
、
実
際
の
デ
ー

タ
を
使
っ
た
分
析
事
例
や
公
的
デ
ー
タ
の
入
手
・

利
用
方
法
の
紹
介
等
、
デ
ー
タ
分
析
の
基
本
的
な

知
識
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
学
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
講
座
を
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

ど
な
た
で
も
受
講
登
録
が
可
能
（
登
録
料
及
び

受
講
料
無
料
）
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

令
和
４
年
６
月
７
日（
火
）開
講

「
社
会
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」受
講
者
募
集
中
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（
注
）
令
和
３
年
５
月
に
実
施
し
た
講
座
を
再
び
開
講
す
る
も
の
で
す
。

データサイエンス・オンライン講座
「社会人のためのデータサイエンス入門」
https://gacco.org/stat-japan/

受講登録はこちらから

下記 URL また
は QR コードか
ら 無 料で 受 講
登録

講師による説明
動画でデータサ
イエンスを分か
りやすく解説

各週の確認テス
トにより理解度
を確認、最終課
題により習熟度
を確認

確認テスト及び
最終課題の得点
率により修了証
を取得

受講登録

講義動画視聴
ディスカッション

確認テスト
最終課題

修了証の取得

「社会人のためのデータサイエンス入門」 
講座内容および受講の流れ

学習時間：１回 10 分程度 × ６～９回（1 週間）× ４週

第 1 週：統計データの活用

第 2 週：統計学の基礎

第３週：データの見方

第４週：公的データの使い方と
　コースのまとめ

講師：西内啓氏（統計家）　ほか
豊富な分析事例を通じ、分析に用い
る統計的な考え方・データの見方の
基本的な考え方を学ぶ

講師：土屋隆裕氏（横浜市立大学）
データ分析に必要な統計学の基礎
的な理論を学ぶ

講師：佐藤整尚氏（東京大学）
データの見方について基本的な方法
を学ぶ

講師：総務省統計局職員　ほか
誰もが入手可能なデータである公的統
計データの入手方法を学び、コースのま
とめを行う

受講の流れ
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総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
全
て
の

産
業
に
お
け
る
企
業
・
事
業
所
や
団
体
を

対
象
と
し
て
、「
経
済
構
造
実
態
調
査
」

を
本
年
６
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
経
済
構
造
実
態
調
査
」
は
、
全
て
の

産
業
の
付
加
価
値
等
の
構
造
と
そ
の
変
化

を
明
ら
か
に
し
、
国
民
経
済
計
算
の
精
度

向
上
等
に
資
す
る
と
と
も
に
、
５
年
ご
と

に
実
施
す
る
「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調

査
」
の
中
間
年
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
毎
年
実
施
（
※
）
の
調
査

で
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
企
業
・
事
業
所

や
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
５
月
か
ら

順
次
、
調
査
関
係
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。
回
答
期
限
は
６
月
30
日
で
す
。

調
査
票
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

「
政
府
統
計
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
シ
ス
テ
ム
」

か
ら
も
回
答
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
の
送
受

信
は
、
盗
み
見
等
を
防
ぎ
、
安
全
な
通
信

を
行
う
た
め
に
、
暗
号
化
通
信
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

経
済
構
造
実
態
調
査
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
つ
い
て

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
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「
経
済
構
造
実
態
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す

お問い
合わせ先

※本調査の実施については、株式会社日経リサーチに委託しています。

【電話番号】	 　　0120-800-636（通話料無料）
	 　IP 電話などフリーダイヤルに接続できない場合
	 　03-6630-5960（有料）
	 ※おかけ間違いのないようお願いいたします。

【受付時間】	 平日（土・日・祝日・年末年始を除く）9:00～18:00

【ホームページ】	https://www.kkj-st.go.jp/

経済構造実態調査・経済産業省企業活動基本調査　実施事務局

（　　　　　　　　）

経済構造実態調査 検索

※
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
の
実
施
年
を
除
く

経済構造実態調査は
・国民経済計算の精度向上
・効果的な行政施策の立案
・企業の経営判断　等
に利用されます。

経済構造実態調査リーフレット

【 調査結果の公表について 】

◆ 2023 年３月　一次集計結果 
　・産業横断調査（企業の産業別売上高）

◆ 2023 年７月　二次集計結果
　・ 産業横断調査（企業の産業別付加価値額、

事業活動別売上高等）
　・ 製造業事業所調査（製造業事業所の従

業者数、製造品出荷額等）

◆ 2023 年 10 月　三次集計結果
　・ 産業横断調査（事業所の都道府県別、

産業別売上高等）
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令
和
３
年
３
月
18
日
、
第
五
回
宇
宙
開

発
利
用
大
賞
の
総
務
大
臣
賞
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
受
賞
さ
れ
た
深
掘　

昴
氏
（
ａ
ｖ

ａ
ｔ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
株
式
会
社
）
お
よ
び
市
川　

千
秋
氏
（
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
：
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
に
対
し
て
、

渡
辺
総
務
大
臣
政
務
官
が
表
彰
状
お
よ
び

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
表
彰
後
に
は
、
受
賞
者
か
ら
ア

バ
タ
ー
技
術
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
今
後
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

宇
宙
開
発
利
用
大
賞
は
、
宇
宙
開
発
利

用
の
推
進
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
収
め

る
又
は
先
導
的
な
取
組
を
行
う
等
、
宇
宙

開
発
利
用
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

優
れ
た
成
功
事
例
の
功
績
を
た
た
え
る
こ

と
に
よ
り
、
我
が
国
の
宇
宙
開
発
利
用
の

更
な
る
進
展
や
宇
宙
開
発
利
用
に
対
す
る

国
民
の
認
識
と
理
解
の
醸
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
表
彰
制
度
で
す
。

総
務
大
臣
賞
で
は
、「
情
報
通
信
の
発
展
、

地
域
の
振
興
等
の
観
点
か
ら
特
に
顕
著
な

功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
事
例
」
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
今
後
も
宇
宙
開
発
利
用

大
賞
の
表
彰
や
衛
星
通
信
技
術
の
研
究
開

発
等
を
通
じ
て
、
情
報
通
信
分
野
に
お
け

る
宇
宙
開
発
利
用
に
資
す
る
取
組
を
引
き

続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
総
務
大
臣
賞
　
受
賞
事
例
〉

　
宇
宙
ア
バ
タ
ー
の
技
術
活
用
に
向
け
た

宇
宙
―
地
上
間
の
ア
バ
タ
ー
技
術
実
証

〈
事
例
の
概
要
〉

　
ａ
ｖ
ａ
ｔ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
株
式
会
社
と
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
は
宇
宙
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｊ-

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
） 

を
締

結
し
、
ア
バ
タ
ー
技
術
（
遠
隔
存
在
技

術
）
を
中
心
と
す
る
最
先
端
技
術
を
用
い

た
新
た
な
宇
宙
開
発
・
利
用
関
連
事
業
の

創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
関
連
事

業
へ
の
参
入
を
目
指
す
企
業
・
団
体
約

35
社
と
共
に
取
り
組
む
「
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｒ 

Ｘ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
集
大
成
と
し
て
、

２
０
２
０
年
11
月
に
世
界
初
と
な
る
宇
宙

ア
バ
タ
ー
の
技
術
実
証
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
実
証
で
は
、
一
般
の
方
が
街
中
か
ら
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
日
本

実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
に
設
置
さ
れ
た
宇
宙

ア
バ
タ
ー
「
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ 

ａ
ｖ
ａ
ｔ
ａ

ｒ
」
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
接
続
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
直
接
動
か
し
「
き
ぼ
う
」

船
内
か
ら
宇
宙
や
地
球
を
眺
め
る
こ
と
を

可
能
と
し
ま
し
た
。

第
五
回
宇
宙
開
発
利
用
大
賞 

総
務
大
臣
賞

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

MIC
NEWS
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受賞者との記念撮影

受賞者と意見交換をする渡辺総務大臣政務官
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６
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご

紹
介
し
た
の
は
、
令
和
２
年
に
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
、
滋
賀
県
の
南
西
部

に
位
置
す
る
守
山
市
で
す
。

　

そ
の
守
山
市
は
、
地
方
創
生
総
合
戦

略
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
起
業
家
の

集
ま
る
ま
ち
」
を
掲
げ
、
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
起
業
家
に
よ
る
職
業
講
話

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活

性
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
前
周
辺
で
も
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
が
飛
ん
で
い
る
と
て
も
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
で
す
。

　

本
誌
掲
載
を
き
っ
か
け
に
一
人
で
も

多
く
の
方
が
守
山
市
を
訪
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
室　

D
・
S
）

編 集 後 記editor ial  note

�広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX ▶ 03-5253-5174　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
主
体

は
市
区
町
村
で
す
が
、
都
道
府
県
に
お

い
て
も
、
申
請
促
進
の
た
め
の
取
組
を

実
施
し
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
県
と
市
町
が
連
携
し

て
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
県
内
各

地
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

効
果
的
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
市
町
の
設
置
要
望
等
を
把
握
し
、県
・

市
町
・
委
託
事
業
者
で
協
議
の
上
、
実

施
会
場
を
決
定
し
て
お
り
、
広
報
用
チ

ラ
シ
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
の
当
日
は
可
能
な
限
り
、
県
・

市
町
職
員
も
会
場
に
出
向
き
、
問
い
合

わ
せ
対
応
や
住
民
に
対
す
る
声
掛
け
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マイナンバーカード普及促進の取組事例を紹介！

兵
庫
県

県
と
市
町
が
連
携
し

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置

申請サポート会場
の様子

県が作成した広報
チラシ
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